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１回戦、北海道に快勝し勢いに乗る地元岡山県と石川県との対戦。先鋒戦、岡山福田は、立ち上がりから積極果敢
に攻め、鍔競り合いから石川佐藤の一瞬の隙をつき、引き胴で一本勝。続く次鋒、岡山皿田も石川木村に開始早々
合い小手面を決められるが、小手を返し五分とし、更に引き面を決めチームの勝利に王手をかける。中堅戦、後の
ない石川諸江は積極的に攻めるも、岡山曽我部は鮮やかな相小手面で一本勝。前３人で勝負を決める。副将戦、勝
負があったにもかかわらず岡山三宅は攻めを緩めることなく跳び込み面を決め一本勝。大将戦、石川高は果敢に攻
め一矢を報いたいところだが、岡山美浪は中心を攻め崩して小手を決め一本勝で、チームは快勝し明日の準々決勝
に弾みをつけた。
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